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以後の金融政策運営に関しては、金融政策の効果の非対称性といわれるが、不況下における金融政策の
有効性が問われるものである。筆者はこの時期における貨幣需要関数の安定性を実証して、金融政策の有
効性を主張し、日本銀行の政策運営に懐疑的な主張を展開しており、学界への貢献として評価できるもの
である。
しかし若干の問題点は残されている。本論文の評価は統計的な実証研究にあるが、統計的な課題として
はデータ分析の展開と記述また数式の展開においてやや緻密さを欠く点が散見される。またそれにともな
う経済学的・金融論的展開にも同様の問題点が残る。しかしこれらは学位請求論文の基本的価値を損なう
ものではない。審査委員会としては、本論文が博士（商学）の学位を受けるに値するものと判定する。
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